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観点から解明するためには、シクロデキストリン (CD) の環状構造と包接錯体形成能を利用し、一置換修飾 CD に
よる自己組織化を生体系モデルとしたアプローチ方法が、より簡単、迅速であると考えられる。ホストである CD に
ゲストとなる置換基を導入した一置換修飾 CD を構成単位とする超分子ポリマーを検討した場合、その構成単位は、
置換基が自らの CD 空洞内に取り込まれる分子内包接錯体と、他の CD 空洞内に取り込まれる分子間包接錯体とを形
成しうる。これまでに合成されたー置換修飾 CD の報告では、分子内包接錯体を形成したものがほとんどであった。
当研究室では、桂皮酸を α ーCD の 6 位にエステノレ結合で、導入した一置換修飾 CD が水溶液中で分子間包接錯体を形成
していることを見出し、さらにストッパーを導入することによって環状 3 量体の [2J ロタキサンの合成に成功して









一方、桂皮酸の先端に tBoc 基を導入した修飾 0 ・CD を合成した結果、水溶液中にて分子内包接錯体を形成してい
ることが分かつた。この修飾 CD にアダマンタン修飾 α-CD を添加した結果、アダマンタン部位が競争的に 0 ・CD 空
洞内に包接され、また、水中に露出した tBoc 桂皮酸部位が α-CD 部位に包接されることを見出した。その結果、水
溶液中、高濃度において α-CD と 0 ・CD が交互に並んだ超分子ポリマーを形成させることに成功した。











状の 2 量体を形成することを見いだした。また、シクロデキストリンの環の反対側に桂皮酸を結合したところ、 10 量
体以上の長い超分子ポリマーが形成されることを見いだした。さらに桂皮酸に疎水性基を結合すると、低い濃度でよ
り大きな超分子ポリマーが得られることを証明した。また、この超分子ポリマーが左巻きのらせん構造をとることを
見いだした。さらに、小さな α ーシクロデキストリンに大きな置換基を導入し、より大きな ß-シクロデキストリン
に小さな置換基を導入して、大きなシクロデキストリンと小さなシクロデキストリンが交互にならんだ超分子ポリマ
ーが形成させることに成功した。また、軸状分子の両端に ß-シクロデキストリンとゲスト分子を結合し、 α ーシク
ロデキストリンを閉じ込めたロタキサン分子が水中で結合し、超分子ポリマーを形成することを見いだした。これら
の発見は世界で初めてのものである。
よって、本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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